
【発表項目】

熊本地震に係る応急仮設住宅の供与終了について

【コメント】

新型コロナウイルス感染症対策について

くまモンCPOを活用したプロモーションについて

ＪＡＳＭの知事表敬について

ロアッソ熊本Ｊ１参入プレーオフ進出の応援



ピーク時、20,255世帯、47,800人が応急仮設
住宅等に入居。これまで99.9％が住まい再建

令和５年３月末には、益城町の土地区画整理
事業の関係で自宅再建を
待たれている
１０世帯前後になる見込み

熊本地震 令和５年３月仮設住宅供与を終了

県・益城町の独自支援に切り替え

益城町木山仮設団地（令和4年8月現在）



熊本地震 令和５年３月仮設住宅供与を終了
県・益城町の独自支援に切り替え

令和５年３月末で災害救助法による応急仮設
住宅の供与終了

県・町独自支援による災害公営住宅等を活用
した住環境を整備

引き続き、最後のお一人が住まいの再建を果
たすまで、寄り添って支援を継続
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県内の感染状況
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新規感染者数は、お盆明けに増加したが、現在は減少傾向。
ただし、学校再開による影響も懸念され、注視が必要。
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最大確保病床使用率

最大確保重症病床使用率

県内の病床使用率推移

病床の更なる確保（1,015床体制）や感染状況の改善により、病床使用率は低下。
ただし、スタッフが欠勤する医療機関も多く、依然として医療現場は厳しい状況。
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9月6日
16.2％

8/5
23床増床

8/19
29床増床

9/1
108床増床

9月6日
46.7％



県民・事業者の皆様へのお願い
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県民・事業者の皆様は、
感染対策の実践や医療機関の適正受診等に御協力を

学校は感染対策の徹底を



国が、全数把握の見直しを
9月26日から全国一律で実施する方針

を表明

本県もこれに合わせて全数把握を見直し
発生届の対象外の方のフォローアップ体制構築など

準備を進める
4

本県の全数把握の見直し（発生届の重点化）の対応



くまモンＣＰＯを活用した
プロモーションについて



ロアッソ熊本のJ１参入プレーオフ進出
の応援について

9月19日以降のホーム４戦を対象に
各試合、小学生親子５００名様を
ご招待させていただきます。

※申し込み方法はロアッソ熊本のオフィシャルサ
イトをご覧ください。


